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より POSS部位を有する光分解性シランカップリング剤 1 を合成した。1から得られる SAM1 の水の
接触角は 96.7°と撥水的であり、これは、POSS から分岐したイソブチル基の影響であると考えら
れる。アセトン中で光照射（超高圧水銀灯、波長 365 nm, 照度 25 mW/cm2）を行い SAM1 からアミ








Veratrole と isobutyric anhydride を出発原料としてアシル化、ニトロ化、還元、活性エステ
ル基の導入、di-tert-butyl (3-aminopropyl)phosphonateとの縮合、tert-Bu 基の脱保護によって
目的物 2 を得た。 
ITO 基板に 2を用いて SAM2 の調製を行った。超音波洗浄および UV/O3処理によって表面処理した
基板を 2の 1 mMエタノール溶液中に 24時間浸漬、その後、100 ℃で 3時間アニーリングを行った。
最後に超音波洗浄することで SAM2 を得た。水の静的接触角測定を行った結果、光照射前の接触角
は 72.1 °に対して照射後（λ= 365 nm, 25 mW cm-2, 90 s, air）は 45.7°となり、約 25 °接触
角が減少した。このことから、90 秒間の光照射により光分解性保護基である 2-ニトロベンジル基
が脱離し、親水性のアミノ基が表面に露出したことを示唆する結果が得られた。また、XPS測定に










酸誘導体 3-5 の合成を行った。さらに 2-5 によって調製された SAM2-5 の性質に関して評価、金ナ
ノ粒子インク（25 wt%, 密度; 1.31 g mL-1, ゼータ電位; マイナス）のパターニングに与える影響を
調べた。 
SAM2-5 の光照射前後（λ= 365 nm, 25 mW cm-2, アセトン中）の評価は、水の静的接触角、XPS、
XRR 測定によって行った。光照射前の SAM2-5 に関して、水の接触角はおよそ 60°程度を示し、
かつ XPS および XRR 測定において大きな差異は見られないことから、SAM の質はほとんど同じ
であることが分かった。露光後は水の接触角の低下、ニトロ基由来のピークの減少、膜厚の低下が
生じたことから、光分解を確認した。パターニングは線幅 5 µm のフォトマスクを被せて光照射し
た後、金ナノ粒子インクをスピンコート法によって塗布することで行った。走査型電子顕微鏡
（SEM）観察の結果、アミノ基が露出する SAM2 のみ広範囲で正確なパターンが得られ、SAM3-5









によって形成された SAM6 は、露光前ではカルボキシ化表面の特徴を有し、露光により 2-ニトロベンジル基
が脱離することでアミノ基が生じる。すなわち、一度の光パターニングによって選択的にアミノ-カルボキシ
化表面の作製ができることが期待される。 

























た結果であり、金属ナノ粒子インクのパターニングおける官能基の重要性を示した。    
 第五章では、分子の末端にホスホン酸とカルボン酸を有し 2-ニトロベンジルカルバマートで連
結させた光分解性ホスホン酸誘導体によって形成された SAM は一度の露光によって二つの官能基
を選択的に生じさせていることを明らかにした。 
以上のことから、近紫外光で分解することで選択的に官能基を導入することが可能な光分解性ホ
スホン酸誘導体、および高い濡れ性差を生じる POSS を有する光分解性シランカップリング剤を開
発することで、エレクトロニクス分野やバイオ分野への応用を提案した。基板上の位置選択的機能
化は今後ますます重要な分野になることが確実であり、本成果がその発展に寄与することが大いに
期待される。よって本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値のあるものと認められる。 
